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(57)【要約】
補聴器のためのシステム及び方法を提供する。本発明の
態様に従って、オープンカナル型の補聴器が提供される
。補聴器は電子部品を収容する部分と、パッシブアンプ
と、固定機構を含む。固定機構は、毛又はバルーンを含
む。固定機構は様々な形状を有し、調整可能である。い
くつかの態様において、補聴器は骨導及び気導によって
音を伝導する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オープンカナル型補聴器であって、
　電子機器収容部分と、
　前記電子機器収容部分に接続されるパッシブアンプと、
　前記電子機器収容部分又は前記パッシブアンプの少なくとも一部分を覆う毛集合体と、
を含む、
補聴器。
【請求項２】
　前記電子機器収容部分が、バッテリー、マイクロホン、サウンドプロセッサ、又はアク
チュエータのうちの少なくとも一つを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載された補聴器。
【請求項３】
　前記パッシブアンプが、閉じた外囲器で形成される、
ことを特徴とする請求項１に記載された補聴器。
【請求項４】
　前記パッシブアンプが、その中に流体を含む、
ことを特徴とする請求項３に記載された補聴器。
【請求項５】
　前記パッシブアンプが開管で形成される、
ことを特徴とする請求項１に記載された補聴器。
【請求項６】
　前記毛集合体が、前記補聴器の使用中に外耳道の表面に接触するように構成された複数
の柔軟性のある毛から成る、
ことを特徴とする請求項１に記載された補聴器。
【請求項７】
　前記柔軟性のある毛のうちの少なくともいくつかが、副毛を有し、該副毛は前記柔軟性
のある毛に取り付けられ、前記柔軟性のある毛よりも短い、
ことを特徴とする請求項６に記載された補聴器。
【請求項８】
　前記柔軟性のある毛の少なくともサブセットが、開いた形態と折り畳まれた形態との間
で調整できる、
ことを特徴とする請求項６に記載された補聴器。
【請求項９】
　補聴器であって、
　電子部品収容部分と、
　前記電子部品収容部分に接続されたパッシブアンプと、
　前記電子部品収容部分の少なくとも一部分を覆い、前記補聴器の使用中に外耳道に接触
するように構成された調整可能な固定機構であって、前記補聴器の中を通る又は前記補聴
器と外耳道の表面との間を通る少なくとも一つの空気の流路を与える、ところの固定機構
と、
を含む補聴器。
【請求項１０】
　前記電子部品収容部分が実質的に円柱形状を有する、
ことを特徴とする請求項９に記載された補聴器。
【請求項１１】
　前記パッシブアンプが前記外耳道の形状に適合できる実質的な円柱形状を有する、
ことを特徴とする請求項９に記載された補聴器。
【請求項１２】
　前記調整可能な固定機構が毛を含む、
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ことを特徴とする請求項９に記載された補聴器。
【請求項１３】
　前記補聴器に関する前記調節可能な固定機構の角度が調整可能である、
ことを特徴とする請求項１２に記載された補聴器。
【請求項１４】
　前記角度が、以下の機構、ロッド、ストリング、又は電気的信号、電流、あるいは電圧
のうちの少なくとも一つによって調整可能である、
ことを特徴とする請求項１３に記載された補聴器。
【請求項１５】
　前記調整可能な固定機構は、一つ以上のバルーンを含む、
ことを特徴とする請求項９に記載された補聴器。
【請求項１６】
　前記バルーンの膨張の程度が調整可能である、
ことを特徴とする請求項１５に記載された補聴器。
【請求項１７】
　前記膨張の程度が、周期的に、あるいは、前記補聴器、又は他の内部若しくは外部の制
御装置からの信号に基づいて調整可能に構成されている、
ことを特徴とする請求項１６に記載された補聴器。
【請求項１８】
　補聴器を使用する方法であって、
　固定機構及びアンプを有する補聴器の少なくとも一部分を挿入する工程であって、前記
固定機構の少なくとも一部分が外耳道の表面に接触し、空気流路が補聴器の中を通って、
又は前記補聴器と外耳道との間に形成されるように挿入する工程と、
　前記固定機構を第一の姿勢から第二の姿勢へと調整する工程と、
を含む方法。
【請求項１９】
　さらに、前記外耳道の中の鼓膜に前記アンプを接触する工程と、
を含む、請求項１８に記載された方法。
【請求項２０】
　前記アンプが気導によって前記鼓膜に振動を伝導する、
ことを特徴とする請求項１８に記載された方法。
【請求項２１】
　前記固定機構が、毛又はバルーンのうちの少なくとも一つを含む、
ことを特徴とする請求項１８に記載された方法。
【請求項２２】
　前記固定機構の前記第一の姿勢が、折り畳まれた形態である、
ことを特徴とする請求項２１に記載された方法。
【請求項２３】
　前記固定機構の前記第二の姿勢が、広げられた形態である、
ことを特徴とする請求項２１に記載された方法。
【請求項２４】
　前記固定機構が、骨導のために振動を外耳道の表面に通す膜を含む、
ことを特徴とする請求項１８に記載された方法。
【請求項２５】
　オープンカナル型補聴器であって、
　電子機器収容部分と、
　前記電子機器収容部分に接続された毛集合体と、を含み、
　前記毛集合体が前記補聴器を外耳道の中に固定するように構成されている、
ことを特徴とする補聴器。
【請求項２６】
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　さらに、前記電子機器収容部分に接続された導入／除去部分を含み、
　マイクロホンが前記導入／除去部分の外側の端部に配置されている、
ことを特徴とする請求項２５に記載された補聴器。
【請求項２７】
　さらに、前記電子機器収容部分に接続された伸張した音響伝導チャネルを含み、
　前記音響伝導チャネルが、前記電子機器収容部分の中に位置するマイクロホンへ音を伝
導するように構成されている、
ことを特徴とする請求項２５に記載された補聴器。
【請求項２８】
　前記音響伝導チャネルが、外耳道の内側の前記補聴器の挿入又は除去を容易にするよう
に構成されている、
ことを特徴とする請求項２７に記載された補聴器。
【請求項２９】
　オープンカナル型補聴器であって、
　電子機器収容部分と、
　前記電子機器収容部分に接続されたパッシブアンプと、
を含む、補聴器。
【請求項３０】
　さらに、前記電子機器収容部分に接続された導入／除去部分を含み、
　マイクロホンが前記導入／除去部分の外側の端部に配置されている、
ことを特徴とする請求項２９に記載された補聴器。
【請求項３１】
　さらに、前記電子機器収容部分に接続された伸張した音響伝導チャネルを含み、
　前記音響伝導チャネルが、前記電子機器収容部分の中に位置するマイクロホンへ音を伝
導するように構成されている、
ことを特徴とする請求項２９に記載された補聴器。
【請求項３２】
　前記音響伝導チャネルが、外耳道の内側の前記補聴器の挿入又は除去を容易にするよう
に構成されている、
ことを特徴とする請求項３１に記載された補聴器。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本件出願は、２００９年７月２２日出願の米国仮特許出願第６１／２２７，４３７号、
２００９年７月２５日出願の米国仮特許出願第６１／２２８，５７１号及び２００９年７
月２６日出願の米国仮特許出願第６１／２２８，５８８号に基づくものであり、これらの
出願はその全体がここに参考文献として組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　初期の補聴器（hearing devices）は、主として耳の後ろにかける耳かけ型（ＢＴＥ：
Ｂｅｈｉｎｄ－Ｔｈｅ－Ｅａｒ）のものであり、外部に取り付けられた装置が、音響管に
よって、耳の中に配置された成形シェルに接続されていた。部品の小型化が進み、現代の
補聴器は、この耳かけ型の技術をおおよそ使用しておらず、カナル型（Ｉｎ－Ｔｈｅ－Ｃ
ａｎａｌ）補聴器のいくつかの形式のうちのいずれかに主として重点が置かれている。カ
ナル型補聴器の三つの主なタイプが、聴覚訓練士や医師によって通常提示される。耳あな
型（ＩＴＥ：Ｉｎ－Ｔｈｅ－Ｅａｒ）補聴器は主として耳甲介にあり、側にいる人にかな
り目立ち、装用するには比較的かさばるという不都合を有する。より小さいカナル型（Ｉ
ＴＣ：Ｉｎ－Ｔｈｅ－Ｃａｎａｌ）補聴器は、部分的に甲介（外耳）にはまり、部分的に
外耳道の中にはまり、より目立たないが、依然として補聴器のかなりの部分が人目にさら
される。近年、完全カナル型（ＣＩＣ：Ｃｏｍｐｌｅｔｅｌｙ－Ｉｎ－Ｔｈｅ－Ｃａｎａ
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ｌ）補聴器の使用が増大している。その名称が意味づけるとおり、これらの補聴器は外耳
道の中に深くはまり、基本的に外側から見えない。
【０００３】
　これらのタイプのカナル型補聴器は、明白な体裁の利点に加えて、外部に取り付けられ
る装置にはない、より大きな、いくつかの性能の利点もまた有する。補聴器を外耳道の中
に深く、鼓膜に近接して配置することは、装置の周波数応答を改善し、顎の突き出しによ
る歪みを減少し、閉鎖効果の発生を減少させ、総合的な音の忠実度を改善する。
【０００４】
　外耳道の形状及び構造、又は形態は人によって違う。外耳道の形態が人によって非常に
大きく違うので、補聴器の製造業者や聴覚訓練士は、従来、各々のユーザーの外耳道の寸
法に正確に合うように、あつらえて製造した装置を用いてきた。このことは、ユーザーの
外耳道の型（impression）を頻繁に取ることを必要とする。そして、結果としてできた型
（mold）が、剛性の補聴器のシェルを加工するために使用される。この工程は費用がかか
るとともに時間がかかり、結果としてできた剛性の装置のシェルは、通常の顎の動作中に
起こる外耳道の形状の変形の間はうまく機能しない。正確に合う補聴器を手に入れるため
に、ユーザーは典型的に、形を整えサイズを変更するため、聴覚訓練士のもとへ何回か通
わなければならない。可能なうち最もよく合うものが得られた後も、剛性のシェルは、快
適な聴力の強化をいつも与えるわけではない。
【背景技術】
【０００５】
　補聴器のための柔軟性のあるイヤモールド（earmolds）が検討された。例えば、米国特
許第５，９７９，５８９号及び米国特許第７，３６２，８７５号を参照する。これらは、
その全体がここに参考文献として組み込まれる。しかしながら、これら従来のイヤモール
ドは、しばしば通気性に乏しく、しばしば密閉して外耳道の中に接触する。従来のイヤモ
ールドはまた、耳垢を耳の中に押し込み得る。また、そのようなイヤモールドは、さまざ
まな外耳道にはめる際にいくらかの柔軟性を提供するものの、外耳道の形状の幅広い変化
、ばらつきに最適な整合性、順応性を提供しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第５，９７９，５８９号明細書
【特許文献２】米国特許第７，３６２，８７５号明細書
【特許文献３】米国特許第６，１３７，８８９号明細書
【特許文献４】米国特許第６，４７３，５１３号明細書
【特許文献５】米国特許第６，９４０，９８９号明細書
【特許文献６】米国特許第７，３１３，２４５号明細書
【特許文献７】米国特許第５，２５９，０３２号明細書
【特許文献８】米国特許第５，４２５，１０４号明細書
【特許文献９】米国特許出願第２００９／００５２７１０号明細書
【特許文献１０】米国特許第５，０３１，２１９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、さまざまな外耳道に適合することができ、且つ快適である、改善された補聴器
に対するニーズが存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一つの態様は、オープンカナル型補聴器であって、電子機器収容部分と、電子
機器収容部分に接続された毛の集合体（アセンブリ）と、を含み、毛集合体が補聴器を外
耳道の中に固定するように構成されている、ところの補聴器を提供する。本発明の他の態
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様は、オープンカナル型補聴器であって、電子機器収容部分と、電子機器収容部分に接続
されたパッシブアンプ（passive amplifier）を有する補聴器に関する。
【０００９】
　本発明の他の態様に従って、オープンカナル型補聴器は、電子機器収容部分と、電子機
器収容部分に接続されたパッシブアンプと、電子機器収容部分又はパッシブアンプの少な
くとも一部分を覆う毛集合体を含んで成ってよい。
【００１０】
　本発明の他の態様に従って、電子部品収容部分と、電子部品収容部分に接続されたパッ
シブアンプと、電子部品収容部分の少なくとも一部分を覆う調整可能な固定機構を有する
補聴器が提供される。該調整可能な固定機構は、補聴器の使用中、外耳道の表面に接触す
るように構成され、補聴器の中を通る少なくとも一つの空気の流路、又は補聴器と外耳道
の表面との間の少なくとも一つの空気の流路を与える。
【００１１】
　本発明の他の態様は、補聴器を使用するための方法であって、固定機構とアンプとを有
する補聴器の少なくとも一部分を外耳道に挿入する工程であって、固定機構の少なくとも
一部分が外耳道の表面に接触し、空気流路が補聴器の中に、又は補聴器と外耳道との間に
形成される、ところの挿入する工程と、固定機構を第一の姿勢から第二の姿勢へ調節する
工程と、を含む方法を提供する。
【００１２】
　本発明の他の目的、利点は、以下の記載及び添付の図面と合わせて検討することにより
、さらによく認識され理解されるだろう。以下の記載は、本発明の特定の態様について記
載する特定の詳細な説明を含むものであるが、発明の範囲を限定するものと解釈されるべ
きではなく、好適な態様の例示と解釈されるべきである。本発明の各々の態様について、
ここに示唆されているとおり多くの変形が可能であり、それらは当業者の知るところであ
る。様々な変更や修正が、本発明の思想を逸脱することなく、本発明の範囲内において可
能である。
【００１３】
　この詳細な説明に記載されているすべての刊行物、特許文献、特許出願は、各々の個別
の刊行物、特許文献、又は特許出願が、特に、個別に参考文献として組み込まれることが
示されたと同様に、ここに参考文献として組み込まれる。
【００１４】
　本発明の新規な特徴が、添付の特許請求の範囲において、詳細に説明される。本発明の
特徴及び利点のより良い理解が、本発明の理念が利用されているところの実施態様を説明
する以下の詳細な説明と添付の図面を参照して得られるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の一つの態様に従って外耳道に与えられた補聴器を示す。
【図２Ａ】図２Ａは、本発明の一つの態様に従ったオープンカナル型補聴器の一つの例を
示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、オープンカナル型補聴器の他の例を示す。
【図３】図３は、本発明の一つの態様に従った固定機構を有する補聴器の追加の実施例を
示す。
【図４】図４Ａ～４Ｃは、様々な毛の度合いを有する様々な補聴器固定機構の断面を示す
。
【図５】図５は、耳掃除機構の一つの実施例を示す。
【図６】図６は、外耳道の中の毛集合体を有する補聴器のひとつの実施例を示す。
【図７】図７は、主毛及び副毛を有する補聴器の一つの実施例を示す。
【図８】図８は、外耳道の表面に接触する補聴器の主毛及び副毛の一つの実施例を示す。
【図９】図９Ａは折り畳まれた形態の毛を有する補聴器の一つの実施例を示し、図９Ｂは
開いた形態の毛を有する補聴器の一つの実施例を示す。
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【図１０】図１０Ａは開いた形態の毛を有する補聴器の断面を示し、図１０Ｂは折り畳ま
れた形態の毛を有する補聴器の断面を示し、図１０Ｃはいくつかの折り畳まれた毛といく
つかの開いた毛を有する補聴器の断面を示す。
【図１１】図１１Ａはロッドを使用して毛を折り畳む方法の一つの実施例を示し、図１１
Ｂはストリングを使用して毛を折り畳む方法の一つの実施例を示す。
【図１２】図１２は、電流を使用して毛の角度を制御する方法の一つの実施例を示す。
【図１３】図１３は、毛及び／又はバルーンを有する補聴器の断面を示す。
【図１４】図１４Ａ～１４Ｂは、外耳道の中のバルーンの形態を有する補聴器の実施例を
示す。
【図１５】図１５は、外耳道の中のバルーンの形態を有する補聴器の追加の実施例を示す
。
【図１６】図１６Ａ～１６Ｄは、異なるバルーン又は異なる形状の形態を有するさまざま
な補聴器固定機構の断面を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の好適な態様がここに示され説明されているが、そのような態様が、例として与
えられているに過ぎないことは当業者にとって明白であろう。本発明の範囲を逸脱するこ
となく、当業者は、多数の変形、変更及び置き換えに、直ちに想到するだろう。ここに記
載されている本発明の態様の様々な代わりのものが、本発明を実施するために用いられて
もよいことが理解されるべきである。
【００１７】
　本発明は固定機構を有するオープンカナル型補聴器を提供する。ここに記載された本発
明の様々な態様は、以下で説明される特定の応用例のいずれに適用されてもよく、あるい
は、補聴器又は耳掃除器の他のタイプのいずれに用いられてもよい。本発明は独立したシ
ステム又は方法として適用されてよく、あるいは、聴力支援システム又は方法の一部とし
て適用されてもよい。本発明の様々な態様は、個別に、集合的に、又は互いを組み合わせ
て把握され得ることが理解されるだろう。
【００１８】
　ここに示される図面は尺度が必ずしも一致しない。相対的な寸法や割合は、様々であっ
てよい。補聴器は被験者の外耳道の中にはまる大きさにされてよい。いくつかの態様では
、補聴器の長さは、約１ｍｍ、５ｍｍ、１ｃｍ、１．５ｃｍ、２ｃｍ、２．５ｃｍ、３ｃ
ｍ、３．５ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍ、６ｃｍ、又は７ｃｍであってよい。
【００１９】
　図１は、本発明の一つの態様に従って外耳道の中に与えられた補聴器を示す。いくつか
の態様において、補聴器は完全に外耳道の内側に与えられてよい。あるいは、補聴器の一
部が外耳道の外側にあり、補聴器の一部が外耳道の内側にあってよい。補聴器は、鼓膜及
び／又は外耳道に接触する又は接触しない柔軟性のあるインターフェースを使用して、音
を伝送し増幅し得る。このインターフェースは軟質で、鼓膜を傷つけないものであってよ
い。このインターフェースを含む補聴器は、外耳道内にあってよい。柔軟性のあるインタ
ーフェースは全体が外耳道の内側にあってよく、あるいは、柔軟性のあるインターフェー
スの一部が外耳道の外側にあってもよい。
【００２０】
　いくつかの態様において、補聴器の一つ以上の部分が外耳道の表面に接触してよい。い
くつかの態様において、柔軟性のあるインターフェースが外耳道の表面に接触してよい。
補聴器は、外耳道の一部分１００に接触してよく、それによって骨導（骨伝導）が可能に
なる。補聴器は膜（membrane）１０２を有してよく、それによって気導（気伝導）及び／
又は骨導が可能になる。いくつかの態様において、膜は、柔軟性があり、弾力性があり、
及び／又は伸縮性がある材質から成ってよい。いくつかの態様において、膜はバルーンか
ら成ってよい。いくつかの態様において、膜は流体密封であり、中に流体（例えば、空気
、他の気体、ジェル又は液体等）を含んでよい。他の態様では、膜は流体密封でなく、中
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を空気が流れることが可能であってもよい。
【００２１】
　膜は、振動又は音を減衰させ得る。いくつかの態様において、音響伝送が減じられてよ
い。補聴器の部分は、音を吸収（吸音）してよく、あるいは、音のリフレクタとして機能
してもよい。これにより、補聴器が好ましくないフィードバックを避けるようにすること
ができる。好適に、膜には、音のフィードバック伝導が全くないか、または、ほとんどな
い。補聴器は、外耳道を通って反響しないように音を封じ込め得る。これは大きな増幅で
も起こり得る。
【００２２】
　補聴器は側域（側面積）を有して良い。補聴器の側域は、補聴器のいくつかの横断面に
かけて大きくなっていて良い。いくつかの態様において、いくつかの横断面にかけての側
域は、補償器を外耳道の表面の一部に接触させるのに十分な大きさであってよい。いくつ
かの態様において、少なくともいくつかの横断面は、外耳道の表面に接触しないように十
分に小さい側域を有してよく、またはそのように形作られた側域を有してよい。例えば、
補聴器は、外耳道の表面に接触しない部分１０４を有してよい。
【００２３】
　補聴器は、パッシブ音響アンプとして機能し得る、及び／又は、外耳道及び／又は鼓膜
とのインターフェースとして使用され得る、柔軟性のある部分を使用してよい。インター
フェースは、空気伝送及び／又は骨導による音の伝導を可能にし得る。インターフェース
は、鼓膜及び／又は外耳道に接触してもしなくてもよい。鼓膜と補聴器との間のインター
フェースは、補聴器から鼓膜へと音を伝導するために使用されてよい。このインターフェ
ースは、補聴器から鼓膜への音の伝送を、空気伝送又は流体伝送によって行い得る。補聴
器は、外耳道がオープンな状態（open ear canal）を維持しながら、その全体が外耳道の
内側にはまるだろう。補聴器は、外耳道が開いた状態（オープンカナル）を維持するため
に、通気性のある圧縮性の手段を使用して、外耳道の内側に固定されてよい。一つの態様
において、この固定手段は、非常に小さい丸いヘアブラシのような形にまとめられた柔軟
性のある毛の束から成ってよい。
【００２４】
　図２Ａは、本発明の一つの態様に従ったオープンカナル型補聴器の一つの実施例を示す
。補聴器は、補聴器を導入する又は取り外すための部分２０２を含んでよい。補聴器は、
電子部品を収容する部分２０４をもまた含んでよい。補聴器はまた、パッシブアンプ２０
６を含んでよい。いくつかの態様において、補聴器は、補聴器を外耳道の内側に固定する
追加の部分２０８を含んでよい。
【００２５】
　記載された一つ以上の部分は、一つの部品に一体化されてよく、あるいは、一体的に接
続されてよい。例えば、一つの部分が電子部品とパッシブな増幅信号（passively amplif
y signals）との両方を含んでよい。他の実施例では、固定する部分が電子部品を収容す
る部分に一体的に形成されてよい。電子部品収容部分とパッシブアンプは互いに接続され
てよい。それらは一体化された部分として接続されてよく、あるいは、分離した部分とし
て接続されてよい。
【００２６】
　補聴器を導入し取り外すための部分２０２が与えられる。いくつかの態様において、補
聴器の導入／除去部分はユーザーが握ることができる拡張部分又は突出部分であってよい
。例えば、導入／除去部分は、補聴器の他の部分から突き出たワイヤーのような形を有し
ていてよい。導入／除去部分は、ワイヤー、任意の金属、プラスチック、シリコン、ゴム
、樹脂、あるいは、他の任意の材質から成ってよい。導入／除去部分は、外耳道よりも小
さな断面積を有してよい。これによって、ユーザーは、ユーザーの外耳道の中に届き、導
入／除去部分を握ることができる。いくつかの態様において、導入／除去部分は、補聴器
の使用中、外耳道の中にあってよい。他の態様において、導入／除去部分は、部分的に又
は全体的に、外耳道から突き出てもよい。導入／除去部分は、剛性、半剛性、又は柔軟性
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を有するものであってよい。導入／除去部分は、その他の補聴器の部分との一体的部分で
あってよく、あるいは、分離して形成され、及び／又は分離可能であってよい。
【００２７】
　導入／除去部分は、外側の端部がマイクロホンの機能を有してよい。いくつかの態様に
おいて、外側の端部は、耳介又は外耳に最も近い端部であってよい。マイクロホンを導入
／除去部分の端部に配置することによって、マイクロホンと増幅された音を耳へ伝送する
部分との間に、より大きな距離をあけることができ、フィードバックを防ぎ、最小化し、
又は減少させ、同時に外耳道が開いた状態を維持しうる。
【００２８】
　補聴器は電子部品を収容する部分２０４を含んでよい。電子部品収容部分は、円筒形状
を有してよい。形状は、おおよその円筒型、又は実質的な円筒型であってよい。他の態様
において、電子部品収容部分はプリズム形状を有していてよい。電子部品収容部分の断面
積は、円形、楕円形、任意の多角形、あるいは、規則的又は不規則な形状を有してよい。
【００２９】
　補聴器の中に含まれる電子部品のいくつかの例は、マイクロホン、バッテリー、サウン
ドプロセッサ、及び／又はアクチュエータ（作動装置）を含む。バッテリー又は任意の他
の蓄電システムが他の電子部品にパワーを供給してよい。マイクロホンは音を受け取り、
及び／又は集音してよい。サウンドプロセッサは、音の増幅のために使用されてよい。ア
クチュエータは、パッシブアンプ２０６への音響伝送のために使用されてよい。
【００３０】
　補聴器のパッシブアンプ２０６は、鼓膜及び／又は外耳道に接触しても接触しなくても
よい。一つの態様において、パッシブアンプ２０６は、軟質で円筒型であっても、そうで
なくてもよい。パッシブアンプは、おおよその円筒型、又は実質的な円筒型であってよい
。パッシブアンプは、柔軟性があり、弾力性があり、及び／又は伸縮性がある材質で出来
ていてよい。いくつかの態様において、パッシブアンプは、高分子化合物、シリコン、樹
脂、ゴム、エラストマー、ラテックス、ポリウレタン、ポリアミド、ポリイミド、ナイロ
ン、又は、任意の他の弾力性又は柔軟性のある材質から成ってよい。パッシブアンプは、
平坦な端部、曲がった端部、又は先が細くなった（tapered）端部を有してよい。パッシ
ブアンプの端部は、鼓膜に接触するように構成されていてよく、そうでなくてもよい。
【００３１】
　パッシブアンプ２０６は、空気伝送及び／又は他の流体伝送によって、補聴器のその他
の部分と鼓膜との間に音を伝送するために使用され得る。パッシブアンプはまた、骨導に
よる音の伝送を可能にできる。
【００３２】
　パッシブアンプ２０６は、外耳道が開いた状態を維持しながら、補聴器と鼓膜との間に
閉じた流路（closed channel）を作ってよい。一つの態様で、パッシブアンプは、様々な
物質、例えば、これらに限定するものではないが、液体、ジェル、気体等の流体が充てん
された閉じたエンベロープ（外囲器）から成ってよい。閉じたエンベロープは閉じた端部
を有してよい。液体、ジェル、又は気体等の流体が閉じたエンベロープの中に封じ込めら
れてよい。流体はさまざまな圧力であってよい。例えば、流体は大気圧を有してよく、大
気圧より高い圧力であってもよく、又は大気圧より低い圧力であってもよい。流体は様々
な粘度を有してよい。そのような物質が、音響アンプ及び／又はフィルターとして使用さ
れる。
【００３３】
　他の態様において、パッシブアンプ２０６は、開口端を有する管状構造から成ってよい
。開口端は、パッシブアンプと鼓膜との間にシールを形成するように、鼓膜に寄せて適用
され得る。パッシブアンプは、長手方向の軸に沿って弾力的に変形可能であり、それによ
って補聴器が、鼓膜に容易に、一様に、傷つけないように接触できるようにする。パッシ
ブアンプは開管であってよい。いくつかの態様において、開放端が鼓膜とシールを形成す
るとき、例えば、空気等の流体が、パッシブアンプの中に閉じ込められてよい。
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【００３４】
　パッシブアンプ２０６の末端は、鼓膜に寄せて適用され得る。いくつかの態様において
、末端は直接に適用されてよく、それによって末端を直接に鼓膜に接触させることができ
る。いくつかの態様において、中間層が末端と鼓膜との間に与えられてよい。一つの実施
例では、中間層は、これらに限定されないが、例えば、ポマード又はジェルなどの物質の
層であってよい。物質層は、接触を改善するために、末端と鼓膜との間に適用されてよい
。
【００３５】
　補聴器は、補聴器を外耳道の内側に固定する部分２０８を含んでよい。固定機構は、補
聴器の部分又は全体を外耳道の内側に固定してよい。固定機構はまた、パッシブアンプを
所望の位置又は方向に維持するために使用されてよい。例えば、固定機構は、パッシブア
ンプが鼓膜に接触した状態を維持してよい。他の実施例では、固定機構は、パッシブアン
プを鼓膜から所望の距離において維持してよい。好適な態様において、固定する部分は、
外耳道がオープンな状態を維持し、装用の快適さを向上する。
【００３６】
　固定機構２０８は、外耳道を開放したままにしながら、補聴器の部分又は全体を固定す
るために、圧縮性又は柔軟性があり、通気性を有する部分を含んでよい。固定機構は、固
定機構の中を通る一つ以上の空気流路を有してよく、あるいは、補聴器の使用中に、一つ
以上の空気流路が、固定機構と外耳道との間に存在するようにしてもよい。一つ以上の空
気の流路は、補聴器の中を通って与えられてもよく、補聴器と外耳道の表面との間に与え
られてもよい。一つ以上の空気の流路が、補聴器の一方の側と反対側との間に流体連通を
与えてよい。補聴器の反対側とは、補聴器の長手方向の反対側（鼓膜に向かう方向と鼓膜
から離れる方向）、又は補聴器の側面の反対側であり得る。
【００３７】
　一つの態様において、固定機構２０８は、小さく、軟質で、柔軟性のある毛の束を含ん
でよい。柔軟性のある毛は、補聴器の一部分に取り付けられてよく、いくつかの態様では
、丸いヘアブラシのような形に集めてまとめられてよい。固定機構は、補聴器の電子機器
収容部分２０４だけに取り付けられてよく、パッシブアンプ２０６だけに取り付けられて
よく、または、電子機器収容部分とパッシブアンプの両方に取り付けられてよい。固定機
構は、電子機器収容部分及び／又はパッシブアンプに一体的に形成されてよく、あるいは
、分離した部分又は分離可能な部分であってよい。固定機構は、電子機器収容部分及び／
又はパッシブアンプから所望の量において伸張してよい。固定機構は外耳道の表面に接触
してよい。例えば、補聴器の使用中、複数の柔軟性のある毛が外耳道の表面に接触してよ
い。いくつかの実施例において、固定機構は補聴器を取り囲む外耳道に一つ以上の点で接
触してよい。例えば、軸が補聴器に沿って縦に画成される場合、固定機構は、縦軸の周り
の任意の角度で外耳道の表面に与えられ、及び／又は接触してよい。いくつかの態様にお
いて、固定機構は、軸の周りを３６０度取り囲んで外耳道に接触してよい。固定機構につ
いての様々な可能な形態が、以下でより詳しく論じられる。ここでいずれに記載されてい
る任意の固定機構の態様が利用されてよい。
【００３８】
　前述したように、いくつかの態様において、マイクロホンを補聴器の長い先端部分に取
り付けることによってフィードバックを防ぐことができる。補聴器の長い先端部分はまた
、外耳道の内側への補聴器の挿入又は除去を、容易にするために使用できる。図２Ｂはオ
ープンカナル型補聴器の他の実施例を示す。補聴器は電子機器収容部分２１０、伸長され
た部分２１２、及び固定機構２１４を含んでよい。
【００３９】
　補聴器は、オープンな外耳道を維持しながら、その全体が外耳道の内側に、はまってよ
い。補聴器は、オープンな外耳道を維持するために、通気性がある圧縮性の手段を使用し
て外耳道の内側に固定されてよい。一つの態様では、この固定手段は、非常に小さい丸い
ヘアブラシのような形に集めてまとめられた、柔軟性のある毛の束から成ってよい。補聴
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器は、ここに記載された他の態様において記載された特徴を組み込んでよい。
【００４０】
　電子機器収容部分２１０は、例えば、バッテリー、サウンドプロセッサ、及びアクチュ
エータ等の電子部品を収容してよい。サウンドプロセッサは音の増幅のために使用されて
よい。アクチュエータは、伸長された部分２１２への音響伝送のために使用され得る。電
子機器収容部分は円筒型であってよい。いくつかの態様において、電子機器収容部分は、
補聴器の本体であってよく、又は補聴器の本体の一部であってよい。
【００４１】
　補聴器は、電子機器収容部分２１０の反対側の端部にマイクロホンを有する伸長された
部分２１２を含んでよい。他の態様において、マイクロホンは内側の部分（Ａ）であり、
部分（Ｂ）が、チューブ（真空管）のような伸長された音響伝導路から成ってよい。部分
（Ｂ）はまた、外耳道の内側の補聴器の挿入、除去を容易にするために使用されてよい。
【００４２】
　固定機構２１４は、補聴器を外耳道の内側に固定し得る。固定機構はまた、電子機器収
容部分が鼓膜と接触した状態を維持するために使用されてよい。
【００４３】
　いくつかの態様において、固定機構２１４は、小さく、軟質で、柔軟性のある毛の束を
有してよい。毛の束は、電子機器収容部分２１０のみに取り付けられ、伸長された部分２
１２のみに取り付けられ、あるいは、電子機器収容部分と伸長された部分との両方に取り
付けられる。固定機構によって外耳道に適用される力は調整され得る。例えば、毛の数、
毛のサイズと形、及び補聴器及び外耳道に関する毛の角度付けを変更することにより調整
されうる。毛の断面は、様々な形状を取り得る。これに限定されないが、例えば、丸い、
又は平たい等である。電子機器収容部分及び／又は伸長された部分における固定機構の毛
の配置は様々であってよい。例えば、毛はらせん形状に配列されてよく、または、一連の
円板状に配列されてよく、ランダムに配列されてもよい。電子機器収容部分から鼓膜に対
して働く圧力は、固定機構のデザインを変更することにより調整され得る。そのような鼓
膜に対する圧力は、例えば、毛の数、毛のサイズと形、及び補聴器及び外耳道に対する毛
の角度付けを変更することにより調整されうる。ここのいずれかに記載の任意の他の固定
機構の態様が利用されてよい。
【００４４】
　補聴器はパッシブアンプを含んでも、含まなくてもよい。
【００４５】
　図３は本発明の態様に従って、固定機構を有する補聴器の追加の実施例を示す。補聴器
は電子部品収容部品３０２、導管３０４及び固定機構３０６を有してよい。いくつかの態
様において、導管はパッシブアンプとして機能してよい。固定機構は、毛、バルーンを含
んでよく、及び／又はここにいずれかで記載の他の形態を有していてもよい。
【００４６】
　いくつかの態様において、電子部品収容部品は外耳道の外に与えられてよく、一方で、
他の態様においては、外耳道の中に与えられてもよい。補聴器は、耳かけ型（ＢＴＥ）補
聴器、カナル型補聴器、または完全カナル型補聴器であってよい。導管は外耳道の中に与
えられ得る。いくつかの態様では、導管の一部分が外耳道の外に与えられ、一方で他の態
様では、導管は完全に外耳道の中にあってよい。好適には、固定機構が外耳道の表面の一
部分に接触してよい。
【００４７】
　導管は柔軟性のある材質から成ってよい。いくつかの態様において、導管は円筒、円柱
の形状を成してよい。導管はおおよその円筒型でも、しっかりとした円筒型でもよい。円
筒はまっすぐであってよい。他の態様では、円筒は軟質で柔軟性があり、湾曲していてよ
い。いくつかの態様では、導管は自然に湾曲した形状を有してよい。導管は閉じていても
よく、開いていてもよい。導管が閉じられている場合、中に、例えば、気体、液体、ジェ
ル等の流体を包んでよい。
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【００４８】
　毛の集合体等から成る固定機構の位置は、外耳道の内側の骨質部分でも、外側の軟骨性
の部分でもよい。それが内側部分に配置される場合、それは毛包や、又は汗、耳垢、及び
／又は他の分泌腺の内側にあり得る。これによって、補聴器の部品が、ユーザーから分泌
されるどんな物質も捕捉しないようにできる。これはまた、補聴器が除去されるときに、
耳垢を改善し物質を除去できるようにし得る。毛包の内側に配置されることは、外耳道の
表面との接触を改善することができる。これはより良いホールドを可能にする。また、聴
覚の骨導を改善することができる。補聴器の部品は、毛、毛の集合体、またはアクアサウ
ンド（AquaSound）部品、又は二つを組み合わせたものを含んでよい。
【００４９】
　固定機構によって外耳道に適用される力は調整され得る。例えば、毛の数、毛のサイズ
と形、毛の材質、及び補聴器及び外耳道に関する毛の角度付けを変更することにより調整
され得る。毛の断面は、これに限定されないが、例えば丸い又は平たい等の様々な形状を
有し得る。
【００５０】
　電子部品収容部分及び／又はパッシブアンプ上の固定機構の毛の配置は様々であってよ
い。例えば、毛はらせん状に配列されてよく、連なる円板型に配列されてよく、補聴器に
沿って縦に伸張する列として、ジグザグ型として、一様に覆うものとして、整列されて、
または、ランダムに配列されてよい。いくつかの態様において、固定機構の毛の形態は、
電子機器収容部品とパッシブアンプとについて同じであってよい。他の態様では、毛の形
態は、電子機器収容部品とパッシブアンプとの間で異なってよく、または、補聴器の他の
任意の部分又は区分に従って異なっても良い。
【００５１】
　パッシブアンプから鼓膜に対して働く圧力は、固定機構のデザインを変更することによ
って調整され得る。そのような鼓膜に対する圧力は、例えば、毛の数、毛のサイズや形、
及び補聴器や外耳道に対する毛の角度付けを変更することにより調節され得る。
【００５２】
　図４Ａ～４Ｃは、毛の程度が異なる様々な補聴器固定機構の断面を示す。例えば、図４
Ａは、より少ない毛を有し、より開いている形態を示す。図４Ｂは毛の数がより多く、よ
り閉じている形態を示す。図４Ｃはさらにより毛の数が多く、さらにより閉じている形態
を示す。毛の数が多くなるほど、補聴器と外耳道の表面との間の接触点がより多くなり、
それによって、補聴器がより固く、又はより強く外耳道の内側に固定され得る。相対的に
一様に分布した多数の毛が使用される場合、補聴器と外耳道との間に、相対的に一様に分
布した多数の接触点が与えられ得る。毛の数がより少なければ、より緩く、しかしより柔
軟に、補聴器が外耳道の中に固定され得る。毛がより少ないことにより、変わった形状の
外耳道、またはその中の形の特徴に対してより寛大になり得る。いくつかの態様において
、外耳道の形状に適合するために、毛は収縮してよく、または湾曲してよい。
【００５３】
　任意の毛の密度が補聴器に与えられてよい。例えば、１平方センチメートル当たり、１
本以上、５本以上、１０本以上、１５本以上、２０本以上、２５本以上、３０本以上、５
０本以上、７５本以上、１００本以上、１２５本以上、１５０本以上、２００本以上、２
５０本以上、３００本以上、４００本以上、５００本以上、７００本以上、１０００本以
上、２０００本以上、３０００本以上、４０００本以上、５０００本以上、７０００本以
上、または、１００００本以上の毛が与えられてよい。毛の長さは等しくてもよく、また
は異なっていてもよい。例えば、毛の長さは、以下に挙げる値以上、又は値以下であって
よく、任意の値の間の長さであってもよい。それらの長さは、０．１ｍｍ、０．２ｍｍ、
０．３ｍｍ、０．４ｍｍ、０．５ｍｍ、０．７ｍｍ、１ｍｍ、１．５ｍｍ、２ｍｍ、２．
５ｍｍ、３ｍｍ、３．５ｍｍ、４ｍｍ、４．５ｍｍ、５ｍｍ、５．５ｍｍ、６ｍｍ、７ｍ
ｍ、８ｍｍ、９ｍｍ、１ｃｍ、１．１ｃｍ、１．２ｃｍ、１．３ｃｍ、１．５ｃｍ、１．
７ｃｍ、２ｃｍ、２．５ｃｍ、又は３ｃｍである。
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【００５４】
　毛は任意の断面の形状又はサイズを有していてよい。例えば、毛は、平坦、丸、楕円形
、四角形、三角形、六角形、又は、任意の他の断面形状を有していてよい。毛の直径、長
さ、又は幅は、以下に挙げる値以上、又は値以下であってよく、任意の値の間にあっても
よい。それらの値は、１μｍ、２μｍ、３μｍ、５μｍ、７μｍ、１０μｍ、１５μｍ、
２０μｍ、３０μｍ、５０μｍ、７５μｍ、１００μｍ、１２５μｍ、１５０μｍ、２０
０μｍ、３００μｍ、５００μｍ、１ｍｍ、２ｍｍ、又は３ｍｍである。
【００５５】
　ここに記載された補聴器を使用することは、従来の補聴器を超える利点を提供するだろ
う。例えば、オープンカナル型補聴器は完全に外耳道の中に挿入されてよく、外から見え
ない。補聴器に与えられる固定機構は、とりわけ外耳道の断面の形状が、例えば、噛む、
又は話す間等の下顎の動作によって変化しているときに、従来の補聴器固着アセンブリに
比べてより快適であることを示すだろう。毛又はここにいずれかで記載された他の固定機
構を利用する補聴器は、「フリーサイズ（one size fits all）」であり、幅広い外耳道
の骨格に適合し得る。補聴器は薄型であるため、外耳道の内側に導入しやすい。
【００５６】
　本発明の態様に従って提供された補聴器は、ラーセン効果（Larsen effects）又は他の
タイプのフィードバックを減少させ、又は防止し得る。これによって、より高い増幅のレ
ベルを可能にする。音響伝送のプロセスを通してエネルギーの損失はほとんどなく、結果
として非常に効率的なシステムになり得る。
【００５７】
　補聴器は外耳道がオープンな状態を維持し得る。外耳道は補聴器によって詰められ、又
は、すっかり塞がれることがない。大部分の従来の耳あな型補聴器は、外耳道に栓をする
ため、付け心地が悪く痛みを伴うものであり得る。ここに記載された補聴器は、十分によ
り快適であり、装用時間をより長くすることができることが分かるだろう。それは、外耳
道内の空気の循環を維持し得る。さらに、固定機構による外耳道の閉鎖のレベルは、例え
ば毛の本数を変更することによって調整され得る。
【００５８】
　いくつかの態様において、補聴器は、空気伝送及び骨導による伝送を可能にするだろう
。音が両方の方法によって伝送されるので、槌骨又は外耳道に直接接触する、しないに関
わらず、本発明は感音性難聴及び／又は伝音性難聴を患う患者に適応し得る。本発明はま
た、混合性難聴（cophotic deafness）を患う患者にも適応し、骨導によって疑似的な立
体音響を可能にする。オープンカナル型補聴器は、乳様突起に大きな圧力を適用する（そ
れは痛みを伴い、及び／又は居心地が悪い）ことなく、骨導を可能にし得る。オープンカ
ナル型補聴器は、骨にアンカーを埋め込むことを要さずに、骨導を実現し得る。
【００５９】
　補聴器は、パッシブアンプのフィルター効果をうまく利用してよい。充てんする流体（
もしあれば）の選択、パッシブアンプ（例えば、エンベロープ／バルーン）の材質の選択
、及びパッシブアンプの圧力の選択によって、高い周波数のような好適な周波数の範囲を
優先的に増幅するパッシブアンプを作り得る。このパッシブフィルターはまた、好ましく
ない周波数を減衰させるよう調整され得る。補聴器のいくつかの表面はまた、特徴、形状
、及びテクスチャーに接触し、音を散乱するように、あるいは吸収するように、追従性（
compliant）又は吸収性を有してよい。これは、例えば、スピーカーからの音がマイクロ
ホンに達することを遮断するために役立つだろう。
【００６０】
　本発明の態様に従って与えられた補聴器は、優先的に、及び／又は選択的により高い周
波数の音を伝送することを容易にすることによって、加齢に伴う難聴にもよく適応するだ
ろう。実際、大部分の加齢に伴う難聴は、より高い周波数の音の聴力に優先的に作用する
。充てんする流体の選択、パッシブアンプの材質の選択、及びアンプの圧力の選択は、よ
り高い周波数を優先的に増幅するパッシブアンプを作ることを可能にするだろう。
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【００６１】
　補聴器は、増幅のプロセスが鼓膜のすぐ近くで起こるという意味で、生理学上の聴力の
プロセスを維持する。鼓膜に接触する又は接触しないパッシブアンプを与えることによっ
て、増幅のプロセスは鼓膜の近くで起こりうる。これは、好ましくない音の干渉を防ぐだ
ろう。
【００６２】
　ここに記載された補聴器は、防水仕様であってよく、例えば水泳中等の多くのシチュエ
ーションで装用され得る。補聴器はまた、不快感なく、睡眠中に装用され得る。これは、
従来の補聴器が不快感を与え、又はうまく機能しなかったような何回もの間、補聴器が利
用されるようにすることができる。
【００６３】
　本発明のひとつの態様に記載された毛は、本発明が外耳道から取り外される毎に、外耳
道を掃除し得る。補聴器のデザインはまた、薄型でオープンなデザインのため、外耳道の
中への挿入の間、耳垢の蓄積を防ぐようにしてよい。毛の柔軟性は、補聴器が挿入される
とき、耳垢が外耳道内に押し込まれることを防ぎ得る。
【００６４】
　図５は、耳掃除機構の一つの実施例を示す。耳掃除機構は掃除ブラシであってよい。当
時ブラシは、把手５０２、柔軟性のある毛５０６を有する掃除領域５０４、及び内側の先
端５０８を含んでよい。把手及び先端は掃除領域から反対側にあってよい。
【００６５】
　把手５０２は、さまざまな柔軟性を有するさまざまな材質から出来ていてよい。把手は
剛性、半剛性、又は柔軟性を有するものであってよい。把手は中身が詰まっていてもよく
、中空であってもよい。把手は、その中に、例えば電子部品等の他の部品を収容していて
もしていなくてもよい。いくつかの態様において、把手の一部分は流体を収容してよい。
一つの態様において、把手はプラスチックの棒であってよい。
【００６６】
　掃除領域５０４は、柔軟性のある毛５０６を含んでよい。掃除の効果は、毛の寸法を変
えることによって、外耳道に対する毛の傾斜を変えることによって、又は他の方法によっ
て調整され得る。毛の断面は、これに限定されないが、例えば、円、楕円、平ら等のさま
ざまな形状を有してよい。毛の配置はさまざまであってよい。例えば、毛は、らせん形状
、または一連の円板状、ランダムなやり方で配置されてよく、他で論じられた任意の他の
形態で配置されてもよい。毛は、補聴器の固定機構に関連して、ここのいずれかで論じら
れたように任意の形態を有していてよい。
【００６７】
　内側の先端５０８は、軟質で組織を傷つけないものであってよい。内側の先端は掃除領
域の部分であっても部分でなくてもよい。内側の先端は、毛で覆われていても覆われてい
なくてもよい。いくつかの態様において、内側の先端は丸くなっていてよい。内側の先端
は柔軟性がある又は弾性のある材質から成ってよい。内側の先端は掃除領域に一体的に形
成されてよく、掃除領域と分離可能な部品であってもよい。
【００６８】
　耳掃除機構を使用することには利点があるだろう。掃除ブラシを外耳道の内側に導入す
ることは簡単で、組織に傷をつけないだろう。この掃除ブラシは、ブラシを除去する毎に
、外耳道の掃除を効果的に傷つけずに行うことを可能にできる。この掃除ブラシはあまね
く、正確且つ効果的に外耳道のセルフクリーニング（ユーザーによるユーザーの外耳道の
掃除）を行うことができる道具となり得る。
【００６９】
　本発明のいくつかの態様に従って、耳掃除機構は、前述の補聴器の一部として提供され
てよい。例えば、耳掃除機構の把手が補聴器の導入又は除去パート、電子機器収容部分、
及び／又はパッシブアンプを組み込んでよく、逆もまた同様である。耳掃除機構の掃除領
域は、パッシブアンプ及び／又は電子機器収容部分を組み込んでよく、逆もまた同様であ



(15) JP 2013-500626 A 2013.1.7

10

20

30

40

50

る。掃除ブラシの毛は補聴器の固定機構を組み込んでよく、逆もまた同様である。このよ
うに、耳掃除ブラシは補聴器として使用されてよく、補聴器の部品を組み込んでよい。同
様に、毛又は他の固定機構を有する補聴器が、耳掃除ブラシとして使用されてよい。
【００７０】
　図６は、外耳道６０４内の毛集合体６０２を有する補聴器６００の一つの実施例を示す
。いくつかの態様において、補聴器は完全に外耳道の中にあってよい。補聴器は、毛集合
体が伸張する中心体６０６を有してよい。中心体は外耳道の表面に接触する必要はない。
いくつかの態様において、中心体はその中に、一つ以上の、例えば前述の電子部品等の電
子部品を含んでよい。
【００７１】
　毛集合体６０２は中心体６０６から伸張し、外耳道６０４の表面に接触してよい。これ
によって、毛の間で、外耳道の表面と補聴器の中心体との間の空気の循環が可能になる。
これにより、補聴器の使用中に、外耳道を相対的にオープンな状態に保つことができる。
【００７２】
　いくつかの態様において、軸６０８が補聴器に沿って縦に与えられてよい。いくつかの
態様において、毛は縦軸に対してある角度をなして与えられてよい。例えば、毛は縦軸に
対して垂直であってよい。あるいは、毛は縦軸に対して任意の他の角度（約５度、１０度
、１５度、２０度、３０度、４０度、４５度、５０度、６０度、７０度、７５度、８０度
、又は８５度を含むが、これに限定されない）をなしてよい。
【００７３】
　いくつかの態様において、毛は、毛の自由端が外耳道の外部（耳の外側）に向くように
角度を付けられてよい。このことは有利に、補聴器を外耳道の中に簡単に押し込むことが
できるようにする。このことはまた、補聴器が外耳道から取り外されるときに、毛が耳垢
を集め、耳を掃除することをきるようにする。いくつかの態様において、毛は、毛の自由
端が外耳道の内部に向くように（鼓膜に向くように）角度を付けられてもよい。
【００７４】
　他の変形において、前述の毛（主毛）はその表面に細かい毛（副毛）を有してもよい。
図７は主毛７０２及び副毛７０４を有する補聴器の一つの実施例を示す。副毛は主毛の表
面に取り付けられてよい。
【００７５】
　副毛７０４は、主毛７０２の一部又は全体から伸張してよい。それらは主毛の長さに沿
って一部分を覆ってよく、それらは主毛の周囲の一部分を覆ってもよい。例えば、副毛は
主毛の全長を覆ってよく、主毛の長さの一部を覆ってもよい。いくつかの事例では、副毛
は主毛の自由端に近くにあってよい。他の事例では、副毛は、補聴器の中心体７００に取
り付けられた主毛の端部に近くてよい。副毛は、主毛の周囲を完全に一回りしていてもよ
い。あるいは、それらは主毛の周囲を部分的に取り囲んでもよく、主毛に沿って所定の間
隔で与えられてもよい。副毛は主毛の外側の部分に向かって（外耳道の表面に向かって）
与えられてよく、または、主毛の内側の部分に向かって（補聴器の中心体に向かって）与
えられてもよい。副毛は、各々の主毛について同じように分布してよく、主毛毎にさまざ
まであってもよい。
【００７６】
　図８は、外耳道の表面８０６に接触している補聴器の主毛８０２及び副毛８０４の一つ
の実施例を示す。一つの態様において、副毛は主毛の外側の部分を覆い、外耳道に接触し
ている。これらの副毛は、芽、毛状のもの、糸状のもの、鉤状の構造、うね、又は他の突
起部の形を取ってよい。副毛は、ファン・デル・ワールス力によって外耳道の表面に十分
に接着できるよう十分に小さくてよい。副毛は外耳道の中で補聴器を位置に保ち、補聴器
が滑らないようにしてよい。
【００７７】
　主毛及び副毛は、同じ材質から出来ていても、異なる材質から出来ていてもよい。いく
つかの材質は、シリコン、ゴム、樹脂、エラストマー、ラテックス、ポリウレタン、ポリ
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アミド、ポリイミド、ナイロン、又は追従性及び柔軟性を有する他の材質を包む。使用さ
れる材質の各々のタイプ内で、組成、密度、軟性及び他の特性は、任意の所定の毛におい
て、毛毎に、又は主毛と副毛との間でさまざまであってよい。一つの態様において、副毛
及び主毛はいずれもシリコンで出来ており、副毛が主毛よりもより軟らかいシリコンで出
来ていてよい。他の変形において、主毛は、先端及び／又はより外側の部分がより軟らか
くなるように、毛の長さに沿って段々軟らかくなってよい。いくつかの態様において、副
毛は主毛よりも長さが短くてよい。例えば、主毛の長さの、約０．１％、０．５％、１％
、２％、３％、５％、１０％、１５％、２０％、３０％、又は５０％であってよい。ある
いは、主毛と同じ長さであっても、主毛より長くてもよい。
【００７８】
　一つの変形において、毛の角度は変更されることができる。そのような一つの態様にお
いて、毛は毛集合体をより薄くするように平らに引かれ、それによって折り畳まれた（潰
れた）形態を与えてよい。これにより、挿入又は除去が大幅に容易になり得る。それはま
た、耳垢や他の物質が耳の奥に向かってあまり移動することがないように毛集合体を挿入
することを可能にする。毛は、毛集合体の除去において外耳道から耳垢や他の物質を除去
することに役立つように、再び立てられることができ、それによって開いた形態を提供す
る。
【００７９】
　図９Ａは、折り畳まれた形態の毛を有する補聴器の一つの実施例を示す。毛が折り畳ま
れているとき、補聴器は全体に、より薄い輪郭を有する。毛は、補聴器の縦軸に対して、
毛が開いた形態にあるときよりも、より小さい角度を有してよい。例えば、いくつかの態
様において、毛の角度＜ｘ度であってよく、ここでｘ度は、５、１０、１５、２０、３０
、４０、４５、５０、６０又は７０度であってよい。
【００８０】
　補聴器９００が外耳道９０２の中に挿入されるとき、補聴器は外耳道の表面に接触する
必要がない。補聴器と外耳道の表面の間に空間が与えられてよい。前述のように、このこ
とによって挿入が容易になる。このことはまた、耳垢が耳の中に押し込まれることを防ぎ
得る。
【００８１】
　図９Ｂは開いた形態の毛を有する補聴器の一つの実施例を示す。いくつかの態様におい
て、毛は、補聴器が折り畳まれた形態で耳の中に挿入されたあとに開かれてよい。毛が開
かれるとき、補聴器は全体に、より太い輪郭を有する。毛は、補聴器の縦軸に対して、毛
が折り畳まれた形態にあるときよりも、より大きな角度を有してよい。例えば、いくつか
の形態において、毛の角度＜ｘ度であってよく、ここでｘ度は、１０、１５、２０、３０
、４０、４５、５０、６０、７０、８０又は８５度であってよい。
【００８２】
補聴器９１０が外耳道９１２に挿入され、補聴器が開かれたあと、補聴器の毛は外耳道の
表面に接触してよい。いくつかの態様において、各々の毛が、又は毛のうちの多くが、外
耳道の表面に接触してよい。補聴器の中心体と外耳道の表面との間に空間が与えられてよ
い。これにより、補聴器が適所にしっかりと維持されるだろう。
【００８３】
　いくつかの態様において、毛の角度又は形態を調節する任意の議論が、他の固定機構に
適用し得る。調節可能な固定機構が与えられ、それは第一の姿勢から第二の姿勢へと調整
されるものであってよい。一つの実施例では、第一の姿勢が折り畳まれた形態であり、第
二の姿勢が広げられた形態であってよい。他の実施例では、第一の姿勢が広げられた形態
であり、第二の姿勢が折り畳まれた形態であってよい。他の態様では、調節可能な固定機
構は、固定機構のサイズ又はボリュームを変更するために調整されて得る。調整可能な固
定機構は、固定機構の輪郭を変更するために調整され得る。
【００８４】
　いくつかの態様において、補聴器は補聴器を外耳道から取り外す前に、折り畳まれた姿
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勢に戻されてよい。これによって、補聴器が、除去しやすいように滑り出ることができる
。他の態様では、補聴器は外耳道から取り外される間、開いた姿勢のままであってよく、
あるいは、ある中間の姿勢にあってもよい。これによって、補聴器が取り外される間、毛
又は他の固定機構が外耳道の面に接触し、それによって外耳道が掃除できるだろう。
【００８５】
　図１０Ａは、開いた形態の毛を有する補聴器の断面を示す。図１０Ｂは、折り畳まれた
（潰れた）形態の毛を有する補聴器の断面を示す。前述のように、折り畳まれた形態はよ
り薄い輪郭を有する。従って、開いた毛を有する補聴器の断面積は、折り畳まれた毛を有
する補聴器の断面積よりも大きい。
【００８６】
　図１０Ｃは、いくつかの折り畳まれた毛といくつかの開いた毛を有する補聴器の断面を
示す。いくつかの態様において、毛のうちのいくつかだけが開いていてよく、及び／又は
毛のうちのいくつかだけが折り畳まれていてよい。いくつかの態様において、毛の個別の
区分は、独立して制御可能であってよい。個別の区分は、独立して折り畳まれ、及び／又
は開かれてよい。いくつかの態様において、個別の区分は、補聴器の周囲の異なる位置に
おいて与えられてよい。例えば、三つの折り畳まれた区分と三つの開いた区分とが、補聴
器の周囲に与えられてよい。いくつかの態様において、個別の区分は、互いに一様な距離
をあけて配置されてよく、不規則な間隔で配置されてもよい。あるいは、個別の区分は補
聴器の長さに沿って異なる位置に与えられてもよい。
【００８７】
　毛は、開かれる又は折り畳まれる任意の中間状態を有してよい。毛の角度は任意の角度
によって調節されてよい。例えば、毛は約１度、５度、１０度、１５度、２０度、２５度
、３０度、４０度、４５度、５０度、６０度、７０度、又は８０度開かれ、あるいは折り
畳まれてよい。
【００８８】
　毛集合体において、毛はいくつかの方法によって調整されることができる。力が毛に働
いて毛の角度が調整され得る。例えば、力は、補聴器の中心体に取り付けられた毛の端部
に及ぼされてよい。いくつかの態様において、力は補聴器の中心体の中から毛の端部に及
ぼされてよい。力は引く力又は押す力であってよい。力は、補聴器の面を鼓膜に近づける
方向に向けられてよく、あるいは、補聴器の面を鼓膜から遠ざける方向に向けられてもよ
い。他の実施例では、力は、補聴器の中心体から伸張する毛の一部分に及ぼされてよい。
【００８９】
　そのような方法の一つは、毛集合体に取り付けられたストリング又はロッドに力を及ぼ
すことによる。ストリング又はロッドは毛集合体に関して移動し、毛の運動を作動させて
よい。ストリング又はロッドは、補聴器の中心体に取り付けられた毛の端部に力を及ぼし
てよい。いくつかの態様では、ストリング又はロッドは、直接毛の端部と接触してよい。
あるいは、ストリング又はロッドは、毛の端部に接触する、又は毛の内側に伸張する追加
の部品に接触してよい。
【００９０】
　図１１Ａは、ロッドを使用して毛を折り畳む方法の一つの実施例を示す。ロッド１１０
０を押すことにより、毛１１０２が折り畳まれてよい。ロッドは、例えばチューブ又は内
部ロッド等の内部構造１１０４に接続されてよい。ロッドを押すことにより、内部構造が
対応して移動してよい。内部構造は、毛のアクチュエータ１１０６と接続されてよい。毛
のアクチュエータは毛に与えられ、又は毛に接続されてよい。毛のアクチュエータは回転
の中心（pivot point）を有してよい。それにより、毛のアクチュエータの一方の端部が
移動されたとき、毛のアクチュエータの他方の端部が反対の方向へ移動し、毛のアクチュ
エータが回転の中心の回りを旋回する。例えば、内部構造が押されたときに、内部構造に
接触する毛のアクチュエータの端部が移動される場合、これによって毛のアクチュエータ
に接触する毛が折り畳まれるだろう。
【００９１】
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　いくつかの態様において、ロッドは毛を開くために引かれてよい。ロッドを引くことに
よって、同様に内部構造も引かれるだろう。内部構造は、点の周りを旋回する毛のアクチ
ュエータに接触し、それによって内部構造が引かれたときに、毛が開いた姿勢を取り得る
。
【００９２】
　図１１Ｂは、ストリングを使用して毛を折り畳む方法の一つの実施例を示す。ストリン
グ１１１０を引くことによって毛１１１２が折り畳まれてよい。ストリングは、例えば網
、メッシュ、ひも等の内部構造１１１４に接続されてよい。ストリングを引くことで、内
部構造が対応して移動し得る。いくつかの態様では、支持部１１１８が、ストリング１１
１０が第一の方向に引かれたとき、内部構造１１１４が反対の方向に動くように与えられ
てよい。支持部は、フレーム、バー、又はリングであってよい。内部構造は毛のアクチュ
エータ１１１６に接続されてよい。毛のアクチュエータは、毛に与えられ、又は毛に接続
されてよい。毛のアクチュエータは回転の中心を有してよく、それによって、毛のアクチ
ュエータの一方の端部が移動されたとき、毛のアクチュエータの他方の端部が反対の方向
へ移動して、それにより毛のアクチュエータが、回転の中心の周りを旋回し得る。例えば
、内部構造が回転の中心から離れるとき、又は鼓膜に面した補聴器の端部に向かうときに
内部構造に接触する毛のアクチュエータの端部が移動される場合、これによって、毛のア
クチュエータに接触する毛が折り畳まれ得る。
【００９３】
　回転の中心は、毛又は毛のアクチュエータに従って、どこに与えられてもよい。それは
、毛又は毛のアクチュエータの端部又は中央にあってよい。一つの実施例では、それは、
毛が補聴器の中心体と接触するところにあってよい。
【００９４】
　前述のように、毛のサブセットが開いてよく、又は折り畳まれてよい。個別の区分は、
個別の力供給機構に接続されてよい。例えば、毛の異なる区分の折り畳み、または開きを
独立して制御するために、異なる毛に接続された多数のロッド、又は異なる毛に接続され
た多数のストリング、又は、それらの任意の組合せが使用されてよい。いくつかの態様で
は、一本のロッド又は一本のストリングだけが与えられ、毛のうちのいくつかだけに接続
されてよい。例えば、毛の中のいくつかは、折り畳み可能である必要がなく、又は開閉可
能である必要がない。
【００９５】
　毛集合体を調整する他の方法は、毛集合体への電気的信号による。図１２は、電流を使
用して毛の角度を制御する方法の一つの実施例を示す。電流が通るときに、毛１２０２、
又は毛に取り付けられたボディ１２０４に力を及ぼすワイヤのコイル（巻線）１２００が
あってよい。いくつかの態様では、電流源１２０６が与えられてよい。いくつかの態様で
は、電流源は、バッテリー又は補聴器のエネルギーストレージシステムに接続されてよい
。いくつかの態様では、電流の量と毛の角度が関連付けられてよい。例えば、より大きい
量の電流が通ることによって、より大きい角度で毛が折り畳まれ、又は毛が開くようにし
てよい。より小さい量の電流が通ることによって、より小さい角度で毛が折り畳まれ、又
は毛が開くようにしてよい。他の態様では、電圧源が、電流源の代わりに与えられ、又は
電流源に追加して与えられてよい。毛は、電流、電圧の量、又は任意の他の電気的信号又
は特性に応答してよい。
【００９６】
　毛の動作において、毛のいくつか又は毛の全部が動いてよい。毛の異なるセットの姿勢
を調整するため、あるいは異なるタイプの動作を可能にするために、一つ以上のアクチュ
エータが使用され得る。毛はまた、補聴器からの様々な信号で動いてもよい。毛の角度は
補聴器から自動的に受信される信号に基づいて適応してよい。毛の角度は、ユーザーによ
る手動の調整に基づいて調整されてもよい。
【００９７】
　補聴器の通常の使用の間、外耳道への圧力を軽減、解消できるようにするために、毛、
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又は毛のサブセットの周期的な運動、又は予め決められた運動があり得る。例えば、補聴
器は、毛の動作のための処方計画（regimens）を記録したプロセッサ及び／又はメモリを
含んでよい。ここに記載された任意のステップ又はアルゴリズムを実行するために、タン
ジブルコンピュータ可読媒体が、コード、ロジック、又は命令を与えてよい。いくつかの
態様では、一つ以上の時計が与えられてよく、それによって毛の動作の時間的調節がしや
すくなる。毛は補聴器から与えられる信号／命令に従って動いてよい。いくつかの態様で
は、一つ以上のセンサが与えられてよく、それによって一つ以上の計測が行われる。いく
つかの態様において、毛は、取得された計測に応じて動いてよい。例えば、温度センサが
外耳道の表面が熱くなっていることを検知した場合、外耳道内の空気の循環をよくするこ
とが出来るように、毛のいくつかが折り畳まれてよい。他の実施例として、外耳道に働く
圧力が変動するようにして、血液の循環をよくするために、毛のいくつか又は全部が周期
的に潰れてよい。毛のサブセットだけが任意の所定時間において動く場合、毛集合体は、
適所に留まるために、外耳道に十分な力を及ぼし続ける。
【００９８】
　いくつかの態様において、固定機構は毛及びバルーンを利用してよい。図１３は、毛及
び／又はバルーンを有する補聴器の断面を与える。例えば、一つ以上の毛の区分１３００
及び一つ以上のバルーン１３０２が補聴器の中心体１３０４に与えられてよい。いくつか
の態様において、毛とバルーンが交代されてよい。これによって、補聴器を外耳道に保持
する力が毛とバルーンとに分配される。いくつかの態様において、分離したバルーンと毛
の区分がなくてもよい。全体の形態は、より小型であってよい。
【００９９】
　いくつかの態様において、異なる追従性、圧力、流体及び密度のバルーンが使用されて
よい。いくつかの態様において、各々のバルーンは異なり、各々のバルーンは同一であり
、又はバルーンのうちのいくつかが異なってもよい。図１３はまた、複数のバルーン１３
１０の断面を示す。
【０１００】
　いくつかの態様において、補聴器のための固定機構として毛のないバルーンが使用され
てよい。あるいは、バルーンを説明するこの中の任意の形態は、毛を含んでもよい。毛は
、ここのいずれかで記載されているような、任意の形態又は作動機構を有してよい。バル
ーンは流体を封入していてよい。流体は、液体、ジェル、又は気体であってよい。
【０１０１】
　流体は、ユーザーの外耳道又は鼓膜に接触する（バルーンに形成される）膜によって封
入される。流体は気体又は液体であってよい。流体の特性のうちの、圧力、粘度、組成、
及び密度はさまざまであってよい。被膜の特性のうちの、追従性、厚さ、及び密度はさま
ざまであってよい。
【０１０２】
　バルーンの中の流体の圧力又は容量は、調整され得る。一つ以上のバルーンの膨張の程
度は調整されてよい。これらの特性は調整され一度、固定され得る。あるいは、それらは
部品のライフサイクルの中で何回か調整され得る。バルーンを調整するためのいくつかの
方法は、流体を加え、又は取り除くために、例えばバルブ、又は一回以上穴をあけること
ができる膜を通して、注射器のような注射器具を使用することを含む。バルーン集合体は
、最大圧力（又は最大容量）解除機構を有してよく、それによって、特定の圧力又は容量
を超えて流体を加えることはできず、あるいは追加の流体は抜けるようになる。この最大
圧力解除システムは、注射器具の部分であってよい。バルーンの圧力、又は容量は、また
、通常の使用時、又は挿入される又は取り外されるときに、変更されてよい。圧力又は容
量は、周期的に、又は、補聴器又は他の内部又は外部の制御装置からの信号に基づいて、
変わり得る。圧力の変更は、バルーンに取り付けられた一つ以上のアクチュエータ、例え
ばスピーカーの大きな振幅の動作に起因してよい。圧力又は容量の変更はまた、バルブを
開く又は閉じることによって達成され得る。圧力の変更は、装用感、循環を改善し、又は
、バルーン又は補聴器アセンブリを動かすために使用され得る。
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【０１０３】
　図１４Ａ～１４Ｂは、外耳道内のバルーン構成を有する補聴器の実施例を与える。いく
つかの態様において、補聴器は、補聴器を外耳道の中の適当な位置に固定する一つ以上の
バルーンを有してよい。バルーンは外耳道の表面に接触してよい。バルーンは、補聴器が
外耳道の長さ方向に滑らないようにするために十分な力で外耳道に接触してよい。
【０１０４】
　図１４Ａは、外耳道１４０４の中の、バルーン１４００及び突出部分１４０２を有する
補聴器を示す。いくつかの態様において、バルーンは一つ以上の点で外耳道の表面に接触
してよい。いくつかの態様では、バルーンは補聴器の周囲全体で、補聴器を取り囲む外耳
道に接触してよい。突出部分は外耳道の中への補聴器の導入、又は除去ができるように与
えられてよい。いくつかの態様において、突出部分はその中に電子部品を収容してよい。
いくつかの態様において、突出部分はパッシブアンプとして作動してよい。バルーンは、
ここにいずれかで記載された任意の他の補聴器の形態の固定機構として使用されてよい。
【０１０５】
　図１４Ｂは、外耳道１４１４の中の、骨導のためのバルーン１４１０及び気導のための
スピーカー１４２０を有する補聴器を示す。バルーンは付加的に一つ以上の点で外耳道の
表面に接触してよく、あるいは、補聴器を取り囲む外耳道の表面全体に接触してもよい。
この形態は、骨導及び気導によって音が伝送されることを有利に可能にする。
【０１０６】
　図１５は、外耳道の中のバルーンの形態を有する補聴器の追加の実施例を与える。補聴
器は、骨導のための一つ以上のバルーン１５００、気導のための一つ以上のバルーン１５
０２、より高い周波数（または他の周波数のサブセット）のためのスピーカー１５０４、
及び他の周波数（又は重複する周波数）のための振動ユニット１５０６を含んでよい。補
聴器は外耳道１５０８に与えられてよい。
【０１０７】
　いくつかの態様において、音のより高い周波数は気導によってより効果的に伝送され、
音のより低い周波数は骨導によってより効果的に伝送され得る。いくつかの態様において
、音は伝送されるに従って増幅されてよい。例えば、骨導するバルーンは骨に伝送される
振動を増幅し、同時に、気導するバルーン及び／又は追加のパッシブアンプは鼓膜に伝送
される振動を増幅し得る。
【０１０８】
　いくつかの態様において、一つ以上のバルーンが外耳道の表面に接触してよい。骨導の
ためのバルーン及び／又は気導のためのバルーンが外耳道の表面に接触してよい。いくつ
かの態様において、気導のためのバルーンは、鼓膜に接触してもしなくてもよい。バルー
ンは、例えば液体、ジェル、気体等の流体を充填されてよい。いくつかの態様において、
骨導のためのバルーンと気導のためのバルーンは同じ特性を有していてよい。他の態様で
は、骨導のためのバルーンと気導のためのバルーンは異なる特性を有していてよい。前述
のように、そのような特性は、バルーンの材質、サイズ、厚さ、容量、圧力、又は流体を
含んでよい。
【０１０９】
　いくつかの態様において、補聴器は電子部品を有してよい。いくつかの態様において、
電子部品収容部分はバルーンによって取り囲まれていてよい。バルーンは骨導するバルー
ンであってよく、補聴器を外耳道の中に固定し得る。
【０１１０】
　いくつかの態様において、マイクロホンが電子部品であってよい。マイクロホンはスピ
ーカーと連通していてよい。マイクロホンは電子的及び／又は機械的にスピーカーと連通
していてよい。マイクロホンに捕捉された音／振動は、スピーカーに伝送されてよい。い
くつかの態様において、捕捉された音／振動は、増幅されてスピーカーに伝送されてよい
。いくつかの態様において、パッシブアンプがスピーカーに伝送される音／振動を増幅し
てよい。
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【０１１１】
　スピーカーはマイクロホンより鼓膜に近いことがよい。いくつかの態様において、スピ
ーカーは鼓膜に接触してよく、あるいは、鼓膜に近接してよい。マイクロホンは耳の外側
にあってよく、又は外耳道の開口部の近くにあってよい。いくつかの態様において、スピ
ーカーとマイクロホンの間に距離があけられてよい。いくつかの態様において、その距離
は、約１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、６ｍｍ、７ｍｍ、８ｍｍ、９ｍｍ、１
ｃｍ、１．２ｃｍ、１．３ｃｍ、１．５ｃｍ、１．７ｃｍ、２ｃｍ、２．５ｃｍ、３ｃｍ
、３．５ｃｍ、４ｃｍ、５ｃｍ、６ｃｍ、又は７ｃｍ以上、これらの値以下、あるいはこ
れらの値の間であってよい。
【０１１２】
　いくつかの態様において、マイクロホン又はスピーカーのうちの一方だけが補聴器の本
体に与えられ、他方はいくらか距離をあけて拡張されてよい。例えば、マイクロホンが補
聴器の本体に与えられ、スピーカーは鼓膜に向かって拡張されてよい。あるいは、スピー
カーが本体に与えられ、マイクロホンは鼓膜から離れる方向に拡張されてよい。あるいは
、マイクロホンとスピーカーの両方が、補聴器の本体の中に与えられてよい。
【０１１３】
　バルーン集合体は、一つ以上のバルーンを含むことができる。集合体の中のバルーンは
、さまざまな圧力、容量、膜の追従性、粘度を有してよく、又は、さまざまな流体を含ん
でよい。バルーンはまた、空気が通ることができる一つ以上の空洞又は流路を有してよい
。
【０１１４】
　図１６Ａ～１６Ｄは、さまざまなバルーン又は形状の形態を有するさまざまな補聴器固
定機構の断面を示す。
【０１１５】
　バルーンは、外耳道の断面積全体を埋めてよく（完全閉鎖）、又は、断面積の一部を埋
めてもよい（部分閉鎖）。例えば、図１６Ａは、補聴器の中心部分を完全に取り囲むバル
ーンを示す。断面積は、バルーン及び毛の組み合わせによって埋められてもよい。
【０１１６】
　部分閉鎖のバルーンは、単一のバルーンからの一つ以上の突出部（lobes）を含んでよ
い。図１６Ｂは、四つの突出部を有する一つのバルーンを示す。任意の数の突出部が与え
られてよく、それらの間が空気の流路になり得る。あるいは、バルーン集合体は、一つ以
上の分離したバルーンで構成され得る。図１６Ｃは、三つの分離したバルーンを有する補
聴器の一つの実施例を示す。空気の流路が分離したバルーンの間に与えられ得る。図１６
Ｄは、中を貫通する空気の流路を有する単一のバルーンの一つの実施例を与える。
【０１１７】
　一つの態様において、バルーンの膜はさまざまな追従性を有する材質から出来てよい。
最も内側（medial）のバルーンの表面は、あまり追従性がない。これによって、バルーン
と鼓膜との間の空気への音響伝導が改善され得る。最も側面（lateral）のバルーンの表
面はより追従性がある。これによって音の吸収ができるようになり、フィードバックの問
題を引き起こす側面から補聴器の部品への音響伝導があまりないようにすることができる
。バルーンの最も側面（鼓膜から離れて）の表面はまた、音の波の反射の度合いをより大
きくすることができるように、より密度の高い材質から成ってよい。
【０１１８】
　骨導及び気導のために、バルーンを分離することができる。一つの態様においいて、骨
導する一つ又は複数のバルーンは、補聴器の振動ユニットを取り囲んでよく、気導する一
つ又は複数のバルーンは、鼓膜に面し、より内側に位置してよい。異なるバルーンは異な
る特性（流体の組成、密度、圧力、形状、サイズ）を有してよく、異なる周波数の範囲を
伝導するために使用されてよい。
【０１１９】
　毛及び／又はバルーンに加えて、他の固定機構が補聴器を適所に維持するために使用さ
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れてよい。そのような固定機構は、これらに限定されるものではないが、隆起部、突起部
、フリンジ、任意の方向（例えば、縦、放射状、らせん状）のうね、溝、気泡、鉤状部、
チューブ、又は任意の他の表面の特徴を含んでよい。他の固定機構は、ここに毛又はバル
ーンについて記載された特性を有してよい。例えば、固定機構は調整可能であってよい。
角度、形態、サイズ、又は容量が調整可能であってよい。
【０１２０】
　任意の部品、特徴、特性、又は他の補聴器装置の手段が、ここに記載された態様に組み
込まれてよく、あるいは、ここに記載された態様によって使用されてよい。例えば、米国
特許第６，１３７，８８９号、米国特許第６，４７３，５１３号、米国特許第６，９４０
，９８９号、米国特許第７，３１３，２４５号、米国特許第５，２５９，０３２号、米国
特許第５，４２５，１０４号、米国特許出願第２００９／００５２７１０号、米国特許第
５，０３１，２１９号を参照し、これらはその全体がここに参考文献として組み込まれる
。
【０１２１】
　特定の実施態様が図示され、記載されたが、上述の内容には様々な修正がされることが
でき、それはここに意図されていることが理解されなければならない。また、本発明は、
詳細な説明において与えられた特定の実施例に限定されることを意図しない。本発明は前
述の詳細な説明を参照してすでに説明されたが、ここにある好適な態様の記載及び図面は
、限定された意味に解釈されることを意図しない。さらに、本発明のすべての態様は、さ
まざまな条件及び変数により、ここに説明された特定の記述、形態、又は相対的な割合に
限定されない。本発明の態様の形式及び詳細の様々な修正は、当業者にとって明らかであ
ろう。従って、本発明はまた、任意のそのような修正、変形及び均等なものをカバーする
ものであることが意図されている。
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